令和８年度東京都立中央ろう学校　高等部シラバス
	学　　部
	高等部
	学　　年
	４
	単位数
	２

	教科
	国語
	グループ名
	Ｓ

	科目等名
	現代の国語
	
	

	ねらい
	実社会に必要な国語の知識や技能を身につけるようにする。論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。

	担当教員
	檜垣美帆

	年間授業時数
	７０時間

	使用教科書
	東京書籍「新編現代の国語」（現国701）

	副教材等
	新編現代の国語　学習課題ノート（準拠ノート）、自作プリント

	学　習　計　画

	　
	月
	単元（題材）名
	指導
時数
	主な学習内容、ねらい（評価の観点）
	指導の工夫
配慮事項

	前期
	４
	自己を見つめる
	５
	【学習内容】文章の読解、語彙の用法、表現
【ねらい】語彙の拡充、読解力および言語による表現力の育成
	電子黒板やホワイトボード等を活用する。拡大提示した本文に直接傍線を引く等、学習内容が理解しやすくなるように、視覚支援に努める。

	
	５
	他者に出会う
	14
	
【学習内容】文章の読解、語彙の用法、表現
【ねらい】語彙の拡充、読解力および言語による表現力の育成

	

	
	６
	
	
	
	

	
	７
	言葉と生活１
	４
	【学習内容】文章の読解、語彙の用法、表現
【ねらい】語彙の拡充、読解力および言語による表現力の育成
	

	
	９
	視野を広げる
	８
	【学習内容】文章の読解、語彙の用法、表現
【ねらい】語彙の拡充、読解力および言語による表現力の育成
	

	後期
	10
	社会と関わる
	８
	【学習内容】文章の読解、語彙の用法、表現
【ねらい】語彙の拡充、読解力および言語による表現力の育成
	

	
	11
	言葉と生活２
	13
	
【学習内容】文章の読解、語彙の用法、表現
【ねらい】語彙の拡充、読解力および言語による表現力の育成

	

	
	12
	
	
	
	

	
	１
	世界とつながる
未来に目を向ける
	18
	
【学習内容】文章の読解、語彙の用法、表現
【ねらい】語彙の拡充、読解力および言語による表現力の育成

	

	
	２
	
	
	
	

	
	３
	
	
	
	


３　評価の観点及び評価方法
	評価は、次の３つの観点から行う。
	知識・技能
	実社会に必要な国語の知識や技能が身についたか。

	思考・判断・表現
	論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができているか。

	主体的に学習の取り組む態度
	言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、言葉を通して他者や社会に関わろうと努めているか。


このため、具体的な評価の対象は次のものとする。（評価方法や評価のポイント）
（１）定期試験の実施（２）授業中に出す課題への取り組み方（３）長期休業中の課題や課題テストの実施
（４）授業態度









令和８年度東京都立中央ろう学校　高等部シラバス
	学　　部
	高等部
	学　　年
	4年
	単位数
	3

	教科
	数学
	グループ名
	S

	科目等名
	数学Ⅰ
	
	

	ねらい
	・数と式，図形と計量，集合と論証，二次関数およびデータの分析についての基本的な概念や原理・原則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり、数学的に表現・処理する技能を身に付ける。
・数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。
・習得した知識，技能の活用を通して，数学の良さを認識し数学を積極的に活用する態度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断する態度を養う。
・応用問題にも積極的に取り組み，より高い実力を育成する。

	担当教員
	鋤田　嵐士

	年間授業時数
	１０５

	使用教科書
	実教出版　新編数学Ⅰ

	副教材等
	実教出版　アクセスノート　数学Ⅰ　新課程版

	学　習　計　画

	　
	月
	単元（題材）名
	指導
時数
	主な学習内容、ねらい（評価の観点）
	指導の工夫
配慮事項

	前期
	４
	式の計算
	8
	単項式や多項式、整式について理解し，展開や因数分解等の計算処理の方法を身に付ける。
・整式とその加法・減法　・整式の乗法　
	・板書、掲示物、電子黒板等の視覚的に理解しやすいものを積極的に活用する。
・学習グループの実態に合わせて、扱う例題、演習問題を工夫する。基礎基本の定着を図るとともに、応用問題も取り扱う。
・単元ごとに確認テストと解説を実施し、知識の確認と定着をはかる。

	
	５
	式の計算
実数
	10
	実数の概念を理解し，根号を含む式の扱いができる。
・因数分解　・実数　・根号を含む式の計算
	

	
	６
	1次不等式
	10
	不等式の意味や性質を理解し，1次不等式を解くことができる。
・不等号と不等式　・不等式の性質　・1次不等式
	

	
	７
	集合と論証
	9
	集合と命題に関する基本的な事項を理解する。
・集合　・命題と条件　・逆、裏、対偶
	

	
	９
	2次関数とそのグラフ
	11
	関数とそのグラフの概念，2次関数の性質や特徴を理解し，グラフの概形を表現することができる。2次関数の最大値や最小値を求めることができる。
・関数とグラフ　・2次関数のグラフ　・2次関数の最大と最小　
	

	後期
	10
	2次関数とそのグラフ
2次方程式と2次不等式
	10
	与えられた条件からその2次関数を定めることができる。
・2次関数の決定　・2次関数のグラフと2次方程式　
	

	
	11
	2次方程式と2次不等式
	10
	2次関数のグラフを利用して2次方程式や2次不等式の解について理解を深め，解くことができる。
・2次関数のグラフと2次不等式
	

	
	12
	三角比
	9
	正接，正弦，余弦の意味や三角比の相互関係などを理解し，それらを利用することができる。
・三角比　・三角比の性質　・三角比の拡張
	

	
	１
	三角比と図形の計量
	9
	正弦定理，余弦定理について理解し，それらを平面図形や空間図形に活用することができる。
・正弦定理　・余弦定理
	

	
	２
	三角比と図形の計量
データの分析
	11
	三角比を用いた三角形の面積公式について理解し，それらを平面図形や空間図形に活用することができる。
・三角形の面積　・空間図形の計量
・度数分布　・代表値　・四分位数と四分位範囲
	

	
	３
	データの分析
	8
	データの散らばり具合や傾向を数値化する方法を理解し，それをもとに事象の特徴を表現することができる。
・分散と標準偏差　・データの相関　・データの外れ値　・仮説検定の考え方
	


３　評価の観点及び評価方法
	評価は、次の３つの観点から行う。
	知識・技能
	・数と式、図形と計量、2次関数およびデータの分析についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解している。
・事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を身に付けている。

	思考・判断・表現
	・数学を活用して事象を論理的に考察し表現する力、関数関係に着目し、事象を的確に表現してその特徴を表、式、グラフを相互に関連付けて考察する力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を身に付けている。

	主体的に学習に取り組む態度
	・学習や問題解決に向けて主体的に取り組む態度、数学の良さを認識し数学を積極的に活用する態度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断する態度を養おうとしている。


このため、具体的な評価の対象は次のものとする。（評価方法や評価のポイント）
（１）定期考査や確認テストの実施（２）課題に対する取り組み方（３）授業態度、出席状況


令和８年度東京都立中央ろう学校　高等部シラバス
	学　　部
	高等部
	学　　年
	１
	単位数
	２

	教科
	英語
	グループ名
	S

	科目等名
	論理・表現Ⅰ
	
	

	ねらい
	「話すこと[やり取り]」「話すこと[発表]」「書くこと」の３領域を中心とした、英語の基礎的・基本的な知識・技能の習得とともに、知り得た情報や考えなどを、論理的に発信できるような思考力・判断力・表現力を身につける。

	担当教員
	佐々木　桃子

	年間授業時数
	７０時間

	使用教科書
	三省堂　MY WAY　Logic and ExpressionⅠ

	副教材等
	いいずな書店　総合英語　Evergreen, 三省堂　MY WAY　Logic and ExpressionⅠ　Work Book

	学　習　計　画

	　
	月
	単元（題材）名
	指導
時数
	主な学習内容、ねらい（評価の観点）
	指導の工夫
配慮事項

	前期
	４
	Lesson 1 
Let’s Talk about Ourselves
	６
	学校の場所について、基本的な語句や文を用いて尋ねたり、初対面の挨拶をしたり、自分自身のことについて、事実や自分の考え・気持などを整理し、発表したりすることができる。
	視覚教材や板書を工夫しながら、個々の生徒の理解度に合わせて指導内容を工夫する。
より多くの問題に触れさせ、英語の基本的な文型、時制を定着させる。

	
	５
	Lesson 2
School Life
	６
	学校に関連すること等について、基本的な語句や文を用いて、事実や自分の考え・気持などを伝えあったり、それらを整理し、正確に書いたりすることができる。
	

	
	６
	Lesson 3 
The Arts
	６
	芸術に関連することなどについて、基本的な語句や文を用いて、事実や自分の考え・気持ちなどを伝えあったり、それらを整理し、発表したりすることができる。
	

	
	７
	Lesson 4
Food and Culture
	６
	注文したい料理、日本の食文化、料理の作り方などについて、基本的な語句や文を用いて、事実や自分の考え・気持ちなどを伝えあい、それらを整理し、正確に書くことができる。
	

	
	９
	Lesson 5 
Welcome to Our Town
	６
	観光の目的地、地域の特徴、電車やバスを使った観光地への生き方について、基本的な語句や文を用いて、事実や自分の考え・気持ちなどを伝え合うことができる。
	

	後期
	10
	Lesson 6
Traveling Abroad
	６
	旅行での出来事、行ってみたい場所などについて、基本的な語句や文を用いて、事実や自分の考え・気持ちなどを伝え合ったり、正確に書いたりすることができる。
	視覚教材や板書を工夫しながら、個々の生徒の理解度に合わせて指導内容を工夫する。
より多くの問題に触れさせ、英語の基本的な文型、時制を定着させる。

	
	11
	Lesson 7 
Sports
	６
	スポーツの試合や、車いす協議、スポーツ選手などについて、基本的な語句や文を用いて、事実や自分の考え・気持ちなどを伝え合ったり、発表したりすることができる。
	

	
	12
	Lesson 8 
Everyday Technology
	７
	科学技術に関連することについて、基本的な語句や文を用いて、事実や自分の考え・気持ちなどを伝え合ったり、正確に書いたりすることができる。
	

	
	１
	Lesson 9 
Take Care
	７
	健康や体調に関連することについて、基本的な語句や文を用いて、事実や自分の考え・気持ちなどを伝え合ったり、発表したりすることができる。
	

	
	２
	Lesson 10 
SDGs ― Take Action!
	７
	SDGｓに関連することについて、基本的な語句や文を用いて、事実や自分の考え・気持ちなどを伝え合ったり、正確に書いたりすることができる。
	

	
	３
	Basic Skills
	７
	１年間で学習した基本的な語句や文を用いて、事実や自分の考え・気持をパラグラフライティングやスピーチ・プレゼンテーション、ディスカッション・ディベートを通して表現・説明することができる。
	


３　評価の観点及び評価方法
	評価は、次の３つの観点から行う。
	知識・技能
	外国語の語彙、表現、文法などの特徴やきまり、意味を理解している。

	思考・判断・表現
	目的や場面、状況などに応じて、基本的な語句や文を用いて、事実や自分の考え・気持を整理し、発表したり書いたりしている。

	主体的に学習に取り組む態度
	聞き手、話し手、書き手、読み手に配慮しながら、主体的に外国語を用いて言語活動を行おうとしている。自学自習の習慣を身に付けている。


このため、具体的な評価の対象は次のものとする。（評価方法や評価のポイント）
（１）知識・技能：小テスト、考査（２）思考・判断・表現：英作文、考査
（３）主体的に学習に向かう態度：予習（ノート、提出物、授業態度）






